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企画趣旨

高等教育機関における発達障害のある学生の数

は年々増加しているが，発達障害の中でも限局性

学習症 の診断のみがある学生の割合（発達障

害のある学生の中で ）は，自閉スペクトラム症

（同 ）や注意欠如・多動症（同 ）と比較す

ると非常に小さい（高橋 ）。アメリカやイギ

リスでは障害のある学生の在籍率が全学生の１割

程度ある中で， が最も大きな障害カテゴリー

の一つとなっている。また， についての理解

が浸透していて，早期に診断を受ける子供が多い

一方，大学在学中に初めて診断を受け，合理的配

慮の対象となる学生も多数存在する。

日本国内でも，読み書きに困難を抱える大学生

がいると思われるが，支援対象として話題になる

機会が少ない。その理由の一つとして，大学生を

対象とした読み書きに関する標準化された検査が

なく，アセスメントの方法が確立していないこと

があげられる。そこで企画者らは，大学生を対象

に新たに読字と書字の速さと正確さを測定するた

めの課題と，読み書きに関する困難感に関する尺

度を開発した（高橋・三谷 ）。本シンポジウ

ムではまず，それらの概要を紹介する。

大学生の場合，読み書きに関わる認知機能の弱

さがあったとしても，高い知的能力でそれを補っ

ている可能性もある。その場合は，行動レベルで

読み書きの困難が見られなくても，読み書きの負

荷が，大学での学修に影響を及ぼし得ると考えら

れる。アメリカやイギリスでは，そのような場合

でも，検査結果に基づいて配慮対象となるケース

がある。そこで，今回は「読み」を中心に，読む

ことに関する困難感，読み困難と眼球運動との関

連，困難状況を理解するために有効と思われる脳

血流や自律神経活動の関係について検討した結果

について報告する。指定討論では，これらの測定

ツールがどのように学生支援の臨床に結びつけら

れるかという視点を交えて，意見交換を行う。

大学生のための読字・書字課題と読み書き支援ニ

ーズ尺度の開発

高橋知音

大学生を対象とした，読字，書字の速さと正確

さを評価する「読字・書字課題」と，読み書きに

関する困難感を自己評価する「読み書き支援ニー

ズ尺度」を開発した。

読字・書字課題は，黙読課題，視写課題，音読

課題から構成されている。黙読課題については，

の短文を黙読し，各文の正誤判断を行い，

秒間に読めた問題数から黙読速度を算出する。視

写課題は無意味文と有意味文からなり，見本の文

章を隣のページの罫線の中に書き写す課題である。

秒間で書けた文字数と書き間違いの数を測定

する。音読課題は， 文字からなるひらがな無意

味単語 語を音読する課題である。この課題では，

文字の音読速度とエラー数（読み間違い）を測る。

尺度は大学生の現在と小学校時代の読むこと，

書くこと，その他（聞く，伝える，記憶するなど）

に関する，４件法 項目から構成されていた。

黙読課題の妥当性検討は，大学生 名（平均年

齢 歳， ），読字・書字課題の標準化

データとしては，大学生等 名（平均年齢

歳， ），再検査信頼性は，大学生・大学院

生 名（平均年齢 歳， ）であった。

標準化データには，大学生に加え，専門学校生，

大学院生も含まれていた。本研究は信州大学の倫

理審査を受けて実施された。

各課題，尺度に関して，約 週間の間隔で実施

して得られた値の相関から，信頼性の根拠が得ら

れた。尺度については，内的整合性についても十

分な値が得られた。黙読課題については，一般的

な長文の黙読との相関から妥当性を検討し，中程

度の相関が得られた。また，得点の範囲，標準偏

差が，一般的な長文黙読よりも小さかった。これ

らのことから，黙読の指標として妥当性の根拠が

得られたと言える。今後，読字・書字課題は，読

み書きに関する合理的配慮の根拠資料としての活

用が期待される。

尺度については，読字 書字の速さとの相関を

検討したところ，大学時代に比べ，小学校時代の

読み書き困難と高めの相関が示された。大学では

専門分野によって読み書きの要求水準が異なるこ

とによると思われる。尺度は，大学生における潜

在的な読み書きの支援ニーズを把握するために利

用することが期待される。

読みの苦手意識が課題遂行や自律神経活動に与え

る影響

川崎聡大

読み書きの困難さを捉える枠組みには，これま

では の診断的評価，すなわち乖離診断が多く
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用いられてきた。その障害背景は英語圏では音韻

障害を基盤とした呼称障害との二重障害仮説が中

心であり，視覚性注意スパンの影響を示唆する報

告も散見される。読み書きの到達度の評価は実際

の遂行量を指標とする場合が多く，大学生になる

と既存の遂行量を基盤とする検査では潜在的知能

の高さや読み経験などが影響し，読み困難の実態

が捉えにくい。また苦手な学習活動への参加によ

って生じるストレスやメタ認知への影響について

定量的に検討した報告は存在しない。

本研究では，大学生の読み課題に対する苦手意

識による自律神経活動や読み成績（研究１）の差

異，ならびに読み課題遂行中の両側前頭前野の血

中酸素飽和度の推移の関連を探索的に検討した

（研究２）。特に読み課題中における自律神経活動

の遷移パターンの探索的類型化を試みた。

対象は大学生 名であった。高橋・三谷（ ）

の読字・書字課題と読み書き支援ニーズ尺度を使

用した。自律神経活動は脈波計（ 社製 ）

を用い，課題前（安静条件），音読課題中の

（ ）， を計測した。両側前頭前野の脳活動

計測には ワイヤレス 社製 を用い

た。本研究は東北大学の倫理審査を受けて実施さ

れた。

結果，迷走神経緊張度の指標である ％

の遷移パターンでは読み課題開始直後の高値から

以下に低下し推移する「低値推移群」と 以

上を維持する「高値推移群」に類型された。両群

間で音読･黙読成績共に有意差を認め（ ），

両側前頭前野の の反応も特徴的な傾向を示

した。大学生は苦手な学習課題では，その苦手意

識が結果に影響を及ぼし，心理的負荷（苦手意識）

は作業的負荷と独立して自律神経活動に影響する

こと，苦手意識は不安傾向を増大させ迷走神経緊

張度を亢進させ，課題への集中を阻害することが

明らかとなった。

成人の読みに眼球運動機能が与える影響

川田 拓

読み成績が低下する要因として，音韻処理と処

理速度に障害がある二重障害仮説が示されている。

また，読みを獲得する音読の段階では，読みを獲

得後の黙読と異なり，眼球運動機能はほとんど影

響しないと示されている。これらは特定の発達段

階の知見を基にしたものであり，他の発達段階も

同じとは限らない（松本， ）。本研究では，成

人の読みに眼球運動機能がどのような影響を与え

るか課題成績ならびに課題遂行時の両側背外側前

頭前野の酸素飽和度から探索的に検討することを

目的とする。

対象は，大学生 名（ ± ，男女比

）で，眼疾患ならびに の診断を受けた者

がいないことを確認した。眼球運動機能の指標と

して と新

規課題を実施した。 は の所要時間と比

率（ ）を用いた。新規課題は

一致数とディスプレイ上の総視線移動距離，及び

効率を用いた（

）。読み成績の指標として，黙読課題および音

読課題を実施した。黙読課題は 分あたり文字数，

音読課題は所要時間を用いた。視覚性注意の指標

として，かな拾い読みテストを実施し，有意味語・

無意味語それぞれの正答数を用いた。これらの課

題に併せて，課題実施中の両側背外側前頭前野の

酸素飽和度を計測した（ 社， ）。

本研究は東北大学の倫理審査を受けて実施された。

能動的眼球運動機能は視覚性注意機能を基盤と

して生じるため， と新規課題の二つの眼球運

動機能の指標とかな拾い読みテストとの関連を検

討した。音読成績を制御変数として偏相関係数を

算出した結果， では無相関となったが，新規

課題では相関係数（ ）が有意となった。

次に，新規課題の効率の結果を基に，平均以下群

と平均以上群を設定し，それぞれ音読・黙読課題

遂行時の両側背外側前頭前野の酸素飽和度を比較

した。平均以下群は平均以上群に比して，音読・

黙読課題ともに の賦活が低く， の賦活が

高い傾向を示した。なお，音読・黙読の課題成績

では両群間に有意差を認めなかった。これらの事

から，同一課題遂行における の結果が群間で

異なる一定の傾向を伴っていたことは眼球運動機

能の代償あるいは補完の結果によるものと推定さ

れ，眼球運動機能が読みに一定の影響を及ぼして

いることを示唆すると共に，大学生の読み困難に

ついて遂行量だけでの評価の限界を示すものとも

考えられる。また，デコーディング力に課題を抱

える対象では眼球運動機能評価としての の妥

当性に疑義が示された。
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